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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
・「魅力化プロジェクト」の活動を中心に、将来の嬬恋高校を見
据えた内部改革と外部への情報発信を行う。
・中高一貫教育推進委員会により、交流授業を中心とした各教科
間の連携や、単発授業での交流、委員会活動や部活動での連携の
充実を図る。

B Ａ Ａ

・授業アンケートの結果の分析をもとに、個々の教員の授業改善
や教科全体の指導力向上につなげる。 Ａ Ｂ Ａ

・YouTube「つまチャン」で生徒の活躍を紹介し、生徒の「嬬
恋愛」を高める。
・生徒が意欲的で活力に満ちた高校生活を送れるような環境を整
え、生徒を指導する。

Ａ Ａ Ａ

・基礎学力の定着だけではなく、成績上位層の能力も伸ばす。
・学習端末や学習アプリの活用により、個別最適化した学びを促
す。 Ａ Ａ

・各学年で生徒に身に付けさせたい能力を明確にした年間計画を
立てる。
・事前指導・事後指導を充実させ、行事のねらいが生徒に伝わる
ようにする。 Ａ Ａ Ａ

・教科の枠を超えた教員同士の授業観察と授業方法の情報交換を
推進する。
・ＩＣＴの活用や「主体的で対話的な深い学び」を推進し、授業
がより充実した双方向的な活動となるよう改善を図る。

Ａ Ａ

・日本漢字能力検定、実用英語技能検定、実用数学技能検定、全
商各種検定試験等に向けての指導を考え、工夫して生徒の興味関
心を高める。 Ａ Ａ Ａ

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

・校内の環境美化や清掃に対する意識を高め、全校清掃に生徒・
教員とも積極的に取り組む。
・日頃から整理整頓を呼び掛け、汚さない・散らかさない生活を
生徒に心掛けさせる。

Ａ Ａ Ａ

　
5 学校はいじめの防止や早期発見

に向けた取組を積極的に行って
いますか。

・月１回以上の生活アンケート、生徒面談、職員間の情報交換に
よりいじめの防止や早期発見に努める。
・授業や学校行事の中で、生徒の人間関係を構築する。
・保護者との連絡を密にし、連携を強化する。

Ａ Ａ Ａ

・集団の人間関係を円滑にするために、自ら進んであいさつを行
うなど、社会で通用するマナーを身に付けさせる。

Ａ Ａ Ａ

・遅刻確認用紙により遅刻者の把握をし、個別に指導を行うとと
もに、家庭と協力して生活習慣の見直しを行うなど、根本的な解
決を図る。 Ａ Ａ Ａ

7 計画的な指導を行っていま
すか。

・面談をきめ細かく行い、生徒の進路意識を高める。
・進路ガイダンスや分野別指導を通して、進路に対してより具体
的なイメージをいだけるようにする。 Ａ Ｂ Ａ

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

・進路ガイダンスや職場体験学習などを通して、職業の関心と理
解を深める。
・事前指導・事後指導を充実させ、行事のねらいが明確になるよ
うにする。 Ａ Ａ Ａ

・YouTube「つまチャン」による積極的な情報発信を行う。
・嬬高だよりを年９回以上発行し本校に対する理解を深めてもら
う。
・吾妻郡内を中心とした中学校を訪問し、本校の取組について理
解を深めてもらう。

Ｂ Ａ Ａ

・図書館の地域開放を行っていることを地域の方に知ってもら
う。
・多くの方が利用しやすい時間帯や曜日の設定をする。 Ａ Ａ

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

・Chromebookの活用について定期的な研修を行う。
・Chromebookを用いた指導法について情報交換の機会を設け
る。 Ａ Ａ Ａ

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

・クラウド機能を活用し、資料の共有をデジタルで行い、印刷に
かかる時間や経費を軽減する。

Ａ Ａ

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

3

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

　
6

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

生徒の実態を踏まえた学習指導に生徒の７０％以上が
満足している。

羅　　　　　針　　　　　盤

1
３コース制・連携型中高一貫教育・スケート全国募集
等が嬬恋高校の特色として生かされていると考える生
徒・保護者・職員が８０％以上である。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

図書館や体育館などの学校の施設の開放が、年間１０
０日以上である。

いじめの防止や早期発見に向けた取組を積極的に行っ
ている。

授業アンケートが授業力向上に役立っていると感じて
いる職員・生徒が８０％以上である。

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

9Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

ペーパーレスの職員会議を年５回以上行う。

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

学校の様子を積極的に発信していると考える職員は７９％、情報発信の取り組みが
十分な成果をあげていると感じる生徒は９５％、保護者は９３％であった。

図書館については３０日以上、体育館やトレーニングセンターについては１５０日
以上の開放を行っている。

広報については、校内でのワーキングループの議論も踏まえ、より効果的な方法を
今後も模索していく。

・YouTube「つまチャン」も地域への
PRになっているので、引き続きがん
ばってほしい。
・地域との連携の中で農家の情報発信へ
の協力ができるとよいのではないか。
・図書館の環境がよい。

・進路実績が上がるとよい。社会生活で
役立つ力をつけさせてほしい。

生徒が毎日の校内清掃活動にしっかり取り組んでいると感じる職員は９３％、しっ
かり取り組んでいると感じている生徒は９５％、保護者は９６％であった。

生活アンケートなどがいじめの防止や解決に役立っていると感じる職員は１０
０％、生徒は８７％、保護者は８９％であった。

生徒は自分から進んで挨拶をしていると感じる職員は１００％、自分から進んであ
いさつしていると感じている生徒は９２％、保護者は９３％であった。

生徒の遅刻は１日あたり０．８人で、全校生徒の１％（４．５人）を大きく下回っ
ている（２学期末現在）。また出欠状況について担任と十分に連絡が取れていると
感じている保護者は１００％であった。

出欠状況の連絡が担任と十分取れていると感じている保護者が１００％であったこ
とは、嬉しい結果であった。来年度以降も出欠状況のやりとりから、少しずつ保護
者と信頼関係を築いていきたい。

生徒が進路を意識した準備に取り組めていると感じる職員は７２％、卒業後の進路
を意識して準備できていると感じている生徒は７８％、保護者は９３％であった。

生徒が進路ガイダンス等の進路行事に積極的に取り組んでいると感じる職員は８
６％、進路行事に積極的に取り組んでいると感じている生徒は８９％であった。

生徒にとってはやや漠然と感じてしまう卒業後の進路について、日々取り組んでい
る学びや学ぶ姿勢が卒業後にも役立つこともある、と伝えていくことも大切なのか
もしれない。

Chromebookを活用した授業が全体の５０％以上であ
る。

自分の学校が好きだと感じている生徒の割合が８０％
以上である。

・ICT機器の活用ができている。ほぼすべての授業でChromebookが使用されている。Chromebookを活用した授
業が十分に行われ、成果をあげていると感じている生徒は１００％、保護者は８
９％であった。
全ての職員会議がペーパーレスで実施されている。これにともない紙資源の約６割
カット、経費の約４割カットを実現した（紙100箱→40箱。経費160,000円→
90,000円。５年前比）。
Chromebookを活用した授業は、嬬恋高校の強みとして今後も積極的に授業で活用
していく。

あいさつの励行を呼び掛け、自分から進んで挨拶する
生徒が９０％以上である。

進路関係の指導を真剣に受け、進路関係の行事に積極
的姿勢で参加したと自己評価している生徒が７０％以
上である。

生徒の１日平均の遅刻者は、全校生徒の１％以下であ
る。

進路を意識した準備に取り組めている生徒が、70％以
上である。

幅広い選択科目を設定した教育課程や習熟度別授業・
少人数授業・ＴＴ授業等に、生徒、保護者の８０％以
上が満足している。

総合的な探究の時間に、意欲的に取り組んだと自己評
価している生徒が７０％以上である。

中学生、保護者及び、地域の方々に本校の取組につい
て理解してもらうために、学校の様子を積極的に発信
していると考える職員・保護者が８０％以上である。

各種検定に向けて主体的に取り組む生徒が６０％以上
である。

毎日の全校一斉清掃により校内美化に取り組み、毎日
しっかり取り組んでいると感じている生徒が90％以上
である。

・先生たちが生徒に対し情熱を持って教
育にあたっていることがわかった。
・子どもが学校が楽しいと言っている理
由が、学校に来てみてわかった。

学校関係者評価

・生徒がのびのびしていてよい。教師の
手厚い支援を感じた。
・少人数なので学校の実態がよくわかっ
た。
・良くも悪くも人数が少ない。目が届い
てよい部分と少なくて活気がない部分が
ある。

・学校評価から探究授業の成果が出てい
ることがわかった。新しくなる嬬恋会館
の活用なども視野に入れていくとよい。
・村や地域との連携を積極的に。卒業生
なども活用していけるとよい。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

３コース制・連携型中高一貫教育・スケート全国募集等が嬬恋高校の特色として生
かされていると考える職員は７９％、生徒は９７％、保護者が９６％であった。

授業アンケートが授業力向上に役立っていると感じている職員は８６％、生徒は７
８％であった。

学校が好きだと思えるような環境を整えていると考える職員は９３％、学校が好き
だと感じている生徒は８４％、子どもが学校が好きだと感じている保護者は９６％
であった。

授業アンケートの意義を生徒に伝えられるように、教員も授業に工夫を施す必要が
ありそうだ。

嬬恋高校での学びに達成感・満足感を感じている生徒は９５％であった。

総合的な探究の時間に、生徒が意欲的に取り組んだ感じた職員は１００％、主体
的・意欲的に取り組んだ生徒は９２％、総探が十分な成果をあげていると感じてい
る保護者は９６％であった。

習熟度別授業などに満足している生徒は９２％、習熟度別授業などが十分な成果を
あげていると感じている保護者は９６％であった。

生徒が検定取得に意欲的に取り組んでいると感じる職員は８６％、積極的に取り組
んでいると感じている生徒は６８％、保護者は７８％であった。

検定については教科担当のサポートもあり、例年以上にチャレンジしている生徒が
多いように感じられた。まずは下位の級からチャレンジし徐々に上位級を目指すサ
イクルで、来年度以降も多くの生徒にチャレンジしてもらえる環境づくりを目指し
たい。


